
別紙 1 

法人名 特定非営利活動法人スポーツコミュニティ久喜       

事 業 計 画 書 

事業名 
 休日中学部活動の地域クラブ化事業 

 ※簡潔で分かりやすい名称を付けてください。 

種類 
（1）SDGs 推進事業（ 人間  豊かさ  地球  平和  ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ  ） 

（2）自立促進事業（ 人間  豊かさ  地球  平和  ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ  ）  

1．事業の目的 

 

教育課程外の活動である学校部活動が少子化や教師への過重な負

担等の影響で活動の継続・維持が困難となる中で、将来にわたって

中学生がスポーツに親しむことのできる場の確保のため、中学部活

動の地域クラブへの速やかな移行に取り組む。 

１、当法人のこれまでの活動 

 ①２００５年３月設立・活動を開始、翌年４月埼玉県から総合型

地域スポーツクラブに認定される。 

 ②平成２４年１０月文部科学大臣表彰受賞 

 ③令和４年１１月（公財）日本スポーツ協会より登録団体に認定

される。 

 ④現在、６種目・２クラブ・６教室・会員数約２００名で活動中 

２、課題 

 休日中学部活動の地域移行等の社会的要請への対応を総合型地

域スポーツクラブとして強く求められる中、指導者等の人材や運

営経費等の財源確保が地域化への大きな課題となっている。 

３、課題に取り組む必要性・重要性 

 教師の過重労働解決や少子化による生徒の減少等の課題は学校

教育にとって緊急に取り組まなければならない重要課題である。

このままの放置は中学部活動の衰退・廃部に繋がり、スポーツに

親しむ場を中学生から奪う結果となるばかりでなく、究極的には

過重労働等から教員のなり手不足に繋がり義務教育の崩壊にも

つながりかねない大きな問題です。私ども、総合型地域スポーツ

クラブはこうした社会的要請に基づく課題解決への役割につい

て、中心的役割を担うべく、強く参画を求められています。なお 

 役割強化の一環として、日本スポーツ協会の登録制度が昨年より

発足していますが、当法人も昨年 11 月に登録認定されておりま

す。 

◎Ａ４片面４枚以内で簡潔に記載してください。 



2．事業の内容 

（1）趣旨 

休日の部活動の地域移行が、３ヵ年計画で今年度スタートしましたがその対応として、当法人

の事業の１つである陸上クラブにおいて中学の部を設け、地域部活動として中学生を受け入れ活

動の場を提供する。 

（2）実施時期 

  地域部活動クラブの発足は年度後半の１０月を予定するが、立ち上げのためのＰＲ等のため、

準備は７月より開始する。 

（3）対象者 

  原則、久喜市内の中学生だが、近隣の市町の中学生も受け入れる。 

（4）場所 

  主として、久喜市民グランド 

（5）期日・時間 

  毎週土曜日午後(時間未定) 

（6）参加見込人数 

  中学生 ３０人程度 

(7) 参加費 

  ２，０００円／月 

（8）指導 

  当法人ジュニア陸上クラブ指導者 

（9）運営 

  ＮＰＯ法人スポーツコミュニティ久喜 

  



3．実施計画 

 
（1）準備 

   練習場所等の確保、教育委員会への協力要請、市内中学校への協力要請 

   指導者の確保、練習道具の用意等 

（2）ＰＲ 

   久喜市広報への掲載依頼、部員募集チラシの印刷・配布、ホームページへ

の掲載 

○スケジュール 
時期  

7 月 練習場所の確保、教育委員会への協力要請 
久喜市広報掲載原稿作成 

8 月 市内中学校への協力要請、指導者の確保、練

習道具の購入準備、久喜市広報への掲載依頼 
部員募集チラシの印刷、ホームページへ掲載、 

9 月 チラシ配布、体験会開催準備、 
 10 月 体験会開催、定期活動開始 
 11 月 体験会開催、定期活動 
 12 月 合宿実施、定期活動 

1 月 定期活動 
2 月 定期活動 

 
○広報計画 
 7 月 久喜市広報掲載原稿作成・依頼、 
 8 月 当法人ホームページへ掲載(中学クラブ員募集) 
 9 月 市内中学校への案内チラシ配布（対：生徒） 
 10 月 当法人ホームページへ掲載(トップアスリート招聘練習会開催) 

4．実施体制 総括責任者 松島宏明（代表理事）  
連絡責任者 松本和馬（アシスタントマネージャー） 
現場責任者 関根一正（陸上部主任指導員） 
経理担当者 (主) 松島宏明 （副） 松本和馬 
広報担当者 松本和馬 

5．事業の効果 

 

①陸上競技についての専門知識・技術を持った指導員による指導が定期的に受け

られる。 
②陸上競技をやりたくても陸上部がない中学校の生徒にとって大きなメリット

である。新規の部活動が事実上学校側の都合で制限されている事情があります。 
③中体連の大会以外の記録会・競技大会に参加できる。 
④中学 3 年の部活は 6 月で卒部となるが、その後もクラブ部活では参加できる。 
⑤中学の部活にはない専門的器具の使用により正しい指導が受けられる。 
⑥将来にわたってスポーツを楽しむ土壌が形成される。 
⑦クラブ活動を通じて新しい仲間づくりができる。 
⑧当助成によってクラブ立上げ準備活動が円滑に進むことで助成期間終了後の

継続するクラブ活動への基盤が形成される。 
⑨この事業の成功は、他の中学部活動の地域化への貴重な事例となる。 

 
 



 

 別紙 2 

法人名 特定非営利活動法人スポーツコミュニティ久喜  

事業収支予算書 

1 収入の部 

項  目 予算額（円） 積算内訳 

助成希望額 

（千円未満切り捨て） 
500000    

 

自己資金 80374 自己資金 80374 

事業実施による収入等 180000 

参加料収入 180000 

＠ 2000/月× 10 人× 5 ヶ月＝

100000 

＠ 2000/月× 10 人× 3 ヵ月＝

60000 

＠ 2000/月× 10 人× 1 ヶ月＝

20000 

その他 24000 
部員保険代＠800×30 人＝

24000 
合  計 784374 ○Ａ  

 
2 支出の部 

項  目 予算額（円） 積算内訳 

会場費 

35000 

施設費＠1500×15 回＝22500 
施設費(雨天用)＠2250×5 回

＝11250, 
その他(施設借用)1250 

通信運搬費 0  
旅費交通費 0  
消耗品費 

36000 

三脚 6600、 
ロードメジャー5200 ※５ 
コピー用紙＠1500×2＝3000 
 〃  (色)＠2500×2＝5000 
プリンタートナー 5000 
医薬品 10000 その他 1200 

備品費 
99000 

電子計測計一式 121000 
※１ 

委託費 

106374 

チラシ印刷＠11000(3500 部)
×１回＝10442、 
横断幕(100×450) 64268 
のぼり(60×180)＠3030×10

◎応募の際に本予算書で計上しなかった経費項目は、事業実施

時に支出が生じたとしても対象経費とはなりません。 



×1.1＝31664 
※２ 

謝金 

160000 
指導者＠4000×4 回(週 1 回)／
月×５ヶ月×２名＝160000 
※３ 

人件費 

304000 

無報酬役員(準備)＠1000×4Ｈ
× 18 回 ( 週２回 ) × 2 名＝

144000 
無報酬役員(運営)＠4000×4
回(週 1 回)／月×5 ヶ月×2 名

＝160000 
※４ 

その他 

44000 

新聞折込料＠3.3×3400 部×

1.1＝12342 
傷害保険(部員)＠800×30 人

＝24000 
傷害保険(指導者)＠1850×２

人＝3700 
傷害保険(スタッフ)＠800×2
人＝1600 
そ の 他 ( 振 込 手 数 料 ５ 回

等)2358 
合 計（事業費） 784374 ○Ｂ  

  収入の部の合計（○Ａ）＝支出の部の合計（○Ｂ） 
 


